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	PTXTKEIKAKU: 行財政改革大綱
行財政改革推進計画（集中改革プラン）
	PTXTGAIYOU: 市の方向性を示す総合振興計画の推進のために、本市の経営システムの根幹として位置づける行政評価制度を軸に行政資源（ヒト・カネ）を配分・活用できるように、個別のマネジメントシステム同士を連携させる取り組みである。
なお、これまでの成果として事務事業評価と業務安定システム（旧ＩＳＯ９００１）の連携、予算編成過程のサマレビュー評価と施策評価について統合、人事評価と事務事業評価の目標設定の連携を推進している。
	PTXTMOKUTEKI: 個別に機能する各マネジメントシステムを本市の総合振興計画の達成を目標とした総合的なマネジメントシステムとして全体最適化を図るため。
	PTXTTAISYOU: ※対象とするマネジメントシステムの主な種類：経営企画部門（広聴、総合振興計画、政策施策評価、組織管理）、資源管理部門（財務管理、事務品質管理、組織定数管理）、人事管理（人事評価、能力開発、労務管理）
	PTXTSYUDAN: 総合振興計画を基本とした、各マネジメントシステムを相互に連携させる。その結果を各個別電算システムに展開できるようにデータ連携を図る
	PTXTSEIKA: 各マネジメントシステム間の連携項目を増やす。各マネジメントシステムで管理する情報を電算システム上で連携活用し制度運営に係る事務負担の軽減に繋げる。
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	PTXTKESSAN3: 0
	PTXTKESSAN4: 0
	PTXTKESSAN5: 0
	PTXTGYOMU1: 総合マネジメントシステムと包括的資源配分制度との連携
	PTXTGYOMU2: 総合マネジメントシステムと人事評価制度の連携
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	PTXTKEIKAKU5_1: 人事評価制度と事務事業評価の
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	PTXTSIHYONM1_1: 他のマネジメントシステム
	PTXTSIKI1: 決裁、報告書等による
	KATUDOU: 後期基本計画策定に併せて企画課と計画と予算事業の括りの調整を行った。これにより後期基本計画に連携した事務事業体系を確立した。人事課とは人事評価制度と事務事業評価の目標管理活動について連携を行い、事務事業評価ヒアリングについて同席のもと実施した。活動実績としてはＡ評価とする。
	SEIKA: 人事評価制度と事務事業評価の目標管理活動としてのシステム統合を図り、両制度の指標の捉え方については概念的な統合が出来たものと考える。ただし指標そのものについては後期基本計画策定にあわせ修正が必要となるため、それ以上のシステム連携までは実施できなかったためＢと評価する。
	PTXTNAME: 行革推進係　宮島　伸行
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	KONKYO4: 年度別計画により予測される帳票類の種類を目標とする。下段は帳票名を記載
	KONKYO3: 年度計画に定めた取組のうちシステム上でデータ共有化を図ることが可能な件数
	KONKYO2: 年度計画に定めた取組のうち目標・評価結果の共有化を図ることが可能な件数
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